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自衛隊熊本地方協力本部



～  熊本地震をともに乗り越え、地域の皆様とともに  ～
７月７日（日）熊本市中心街花畑広場（仮称）において、自衛
隊熊本地方協力本部後援会が主催する「第１回じえいたいフェス
タｉｎ熊本」を支援した。
６月末からの豪雨により開催も危ぶまれたが、当日は梅雨の晴
れ間となり、天候にも恵まれ、県内外から約9,000名の来場者を
迎え大盛況であった。
本フェスタは、県民の防衛・防災意識の啓発と自衛隊の活動へ

の理解促進を図るとともに募集拡大を目的として開催された。
熊本県防衛協会をはじめ、熊本県自衛隊家族会、熊本市自衛隊

家族会、自衛隊熊本地方協力本部ＯＢ会ほか多くの防衛協力諸団
体の協力と熊本市内高等学校３校（必由館・鎮西・慶誠）、自衛
隊第８音楽隊、熊本西特連太鼓によるステージショー、第８師団
の支援による県内イベント初となる16式機動戦闘車をはじめ多く
の防衛・防災に関する装備品の展示や広報ブース等を開設した。
オープニングセレモニーは実行委員長（自衛隊熊本地方協力
本部後援会会長　野々口　弘基氏）の挨拶にはじまり、挨拶では
フェスタ開催の主旨及び「この３年間でここまでの復興ができた
のは自衛隊の活動のおかげ」との自衛隊への感謝の言葉を述べら
れるとご来場の皆様からも同意の声や自衛隊への感謝の気持ちで
会場が包まれた。

セレモニーでは、初採用の自衛隊熊本地方協力本部広報大使（大学２年生　宮崎　頌子さん）の任命式に続き、広報大使就任の初心表明と
「それでは、第１回じえいたいフェスタｉｎ熊本　開幕します。」との元気な開催宣言で始まった。
ステージショーは、全国でも活躍する鎮西高校ダンス部の華麗なダンスショーに始まり、必由館高校和太鼓部、熊本西特連太鼓の重厚感溢れ

る演舞に続き、自衛隊第８音楽隊による華麗な演奏、８音の演奏中に本フェスタ応援団長である菊池市非公認キャラクター（きくちくん）との
コラボによる生歌ショーが始まると、来場者からは、「きくちくんの歌声、びっくりした」「意外に上手い」との声と拍手があがった。
ショーの最後は、慶誠高校吹奏楽部の若さあふれる爽やかな演奏で締められた。
熊本県初開催となった本フェスタに、終日多くの方にご来場いただき、ご来場の皆様からは「非常に勉強になった。また、開催して欲しい。」

「最新鋭のMCVを間近で観ることができてよかった。」「将来大きくなったら自衛官になりたい。」などの声が聞かれ、本フェスタを支援した自
衛隊熊本地方協力本部としても目的を達成し、県民の皆様との一体感を感じる一日となるとともに、この期待に応える自衛隊としての使命感を
再認識する場となった。
我々、自衛隊熊本地方協力本部は今後も様々な機会を利用し、自衛隊に対する理解を深めていただくとともに、地域の皆様と一体となり、
郷土熊本のために活動をしていく。

必由館高校　和太鼓部

缶バッジ作成体験

鎮西高校　ダンス部

第８音楽隊
西特連太鼓

募集広報活動

ＭＣＶと記念撮影

慶誠高校　吹奏楽部

広報大使　任命式
野々口会長

制服試着コーナーきくちくん　トークショー

表紙は、自衛官募集用のポスターとして、ご活用下さい。
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いよいよ募集解禁！！
令和元年度募集目標達成を目指す

令
和
元
年
度
募
集
施
策
の
一
環
と
し

て
募
集
解
禁
に
伴
い
集
中
募
集
期
を
設

定
し
、
七
月
五
日
（
金
）
Ｊ
Ｒ
熊
本
駅

に
お
い
て
隊
友
会
及
び
家
族
会
の
ご
協

力
を
得
て
積
極
的
な
募
集
広
報
を
行
う

市
街
地
募
集
を
企
画
し
た
。

当
初
は
、
七
月
一
日
に
設
定
し
て
い

た
が
、
一
日
か
ら
四
日
ま
で
悪
天
候
の

た
め
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
焦
り
始
め

て
い
た
が
、
五
日
に
は
天
候
に
も
恵
れ
、

や
っ
と
の
思
い
で
実
施
し
た
。
当
日
は

迷
彩
く
ま
モ
ン
、
自
衛
隊
説
明
会
の
パ

ネ
ル
や
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
、
朝
の
通

学
通
勤
時
間
帯
を
狙
い
実
施
し
た
。
チ

ラ
シ
配
布
で
は
、
本
部
長
以
下
部
員
等

県
隊
友
会
長
等
が
「
自
衛
官
募
集
中
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と

声
を
か
け
な
が
ら
、
自
衛
官
募
集
チ
ラ

シ
等
を
募
集
対
象
者
な
ど
に
配
布
し
た
。

配
布
し
た
際
、
募
集
対
象
者
な
ど
か

ら
「
自
衛
隊
の
み
な
さ
ん
、
い
つ
も
、
応

援
し
て
い
ま
す
。
」
、
「
自
衛
隊
、
が
ん

ば
れ
っ
！
」
、
「
七
月
七
日
の
じ
え
い

た
い
フ
ェ
ス
タ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
激
励
や

期
待
さ
れ
る
場
面
の
光
景
も
伺
え
た
。

地
本
部
員
と
協
力
団
体
が
一
体
と
な

六
月
十
八
日(

火)

、
高
校
生
に
対
す

る
募
集
解
禁
を
前
に
今
年
度
の
募
集
目

標
の
達
成
を
期
す
為
、
募
集
団
結
式
を

実
施
し
た
。

始
め
に
、
平
成
三
十
年
度
の
最
優
秀

事
務
所
及
び
広
報
官
等
の
表
彰
を
行
い
、

次
に
各
所
長
に
対
し
、
令
和
元
年
度
の

募
集
目
標
の
付
与
と
目
標
達
成
を
祈
念

し
て
、
本
部
長
よ
り
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
た
。

そ
の
後
、
本
部
長
訓
示
の
後
、
最
優

秀
広
報
官
の
渡
邉
一
曹(

宇
城
所)

の
音

頭
に
よ
り
部
員
全
員
で
勝
ち
鬨
を
上
げ
、

熊
本
地
方
協
力
本
部
全
体
の
団
結
を
更

に
強
化
し
た
。

り
懸
命
な
自
衛
官
募
集
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

熊
本
県
か
ら
一
人
で
も
多
く
自
衛
隊
に

入
隊
し
て
欲
し
い
と
い
う
熱
い
思
い
が
、

こ
の
日
の
気
温
に
加
わ
っ
て
、
夏
の
解

禁
を
も
感
じ
さ
せ
た
。

熊
本
地
本
は
、
厳
し
い
募
集
環
境
に

お
い
て
も
本
部
長
の
要
望
事
項
で
あ

る
「
創
造
」
「
挑
戦
」
を
常
に
念
頭
に
、

各
地
本
の
実
施
し
て
い
る
施
策
を
参
考

に
し
つ
つ
、
地
本
一
丸
と
な
っ
て
新
し

い
施
策
を
創
造
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に

挑
戦
す
る
気
概
を
も
っ
て
募
集
活
動
に

努
め
て
い
き
た
い
。

５月23日(木)に合同庁舎内で、広報官教育としてプレゼン競技会を実施した。競技
は学校説明会という設定で各人の持ち時間は15分間で実施した。各事務所等から選ば
れた広報官が、その説明要領、物腰態度について、日頃の募集活動で培った技能を相
互に競い、競技会は予想以上の盛り上がりを見せた。
また、審査員は本部長を始め、副本部長、各課・室長及びリクルータとして勤務中
の護衛艦あさゆきの山内３等海曹及び西方後支隊の藤田陸士長の８名で実施した。特
に審査員の中で最も高校生に近いリクルータの２名の隊員は、広報活動のプロである
広報官を審査するということで戸惑いを感じつつも、熱心に審査に取り組んでいた。

令和元年度７月１日より募集解禁に伴い、昨年から主要募集施策の一つと
して実施しているサテライトブースを今年も上通りアーケード内に開設した。
当日は、開設セレモニーとして本部長より熊本分駐所長へ臨時募集説明
会場の看板が贈呈され案内業務が開始された。
今年のサテライトブースは、昨年度の成果も踏まえ、募集解禁以降、学

生が多く集まる市街地のアーケード内一角の１階を借用して、地域住民の
皆様に開設のお知らせや、平日下校時における学生への声掛け及びチラ
シ・テッシュを配布し、一人でも多くの募集対象者及び保護者に対し防衛
省自衛隊の魅力を情報発信した。

今年度のサテライトブースは、８月下旬まで約２ヶ月間開設
され、この夏休みの高校生等を対象として自衛官募集の説明を
行うことになっており、休むことなく毎日11：00～19：45まで
オープンしている。

各広報官は、制限された時間の中で、パソコンを駆使した説明をする者、自身の体
験を踏まえて説明する者、上級部隊が制作したＤＶＤを視聴させる者など様々な手法
のプレゼンを行った。広報官が保持している「聴衆の心をひきつける能力の高さ」に
審査員始め応援で参加している各広報官も引き込まれるように聞
き入っていた。どの広報官も優劣が付け難い競技状況であったが、
最初にインパクトある自己紹介で会場の注目を一身に集めた、天
草駐在員事務所の森田２等陸曹が第１位を獲得した。
自衛隊熊本地方協力本部は、今後も多くの学生等に自衛隊の活動
や魅力についてＰＲすべく、広報官の育成にも尽力していく。

集
中
募
集

自
衛
官
募
集
解
禁
に
伴
う
市
街
地
広
報
で
夏
の
暑
さ
も
解
禁
」

募
集
団
結
式

第２回広報官プレゼン競技会開催 サテライトブース
サテライトブース（自衛官募集臨時説明所）の開設

表紙は、自衛官募集用のポスターとして、ご活用下さい。
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令
和
元
年
六
月
十
三
日(

木)

熊
本
市
内

に
お
い
て
、
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
後

援
会
定
期
総
会
を
支
援
し
た
。

今
年
の
総
会
は
、
会
長
、
顧
問
を
は
じ
め
、

各
理
事
及
び
相
談
役
の
他
、
多
数
の
後
援
会

会
員
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
後
援
会
会

長
が
本
総
会
の
議
長
と
な
り
「
平
成
三
十
年

度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
」
及 

び
「
令
和
元
年
度
事
業
計
画
、
予
算
執
行
計

画
」
に
つ
い
て
議
事
を
進
行
す
る
中
、
会
員

か
ら
活
発
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
審
議
の

結
果
、
令
和
元
年
度
の
後
援
会
定
期
総
会
に

お
け
る
各
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
た
。
議
事
の
審
議
終
了
後
、
熊
本
地

本
か
ら
「
熊
本
地
本
に
お
け
る
平
成
三
十
年
度
の
活
動
の
成
果
」
の
概

要
を
後
援
会
各
会
員
に
対
し
説
明
し
、
ま
た
後
援
会
か
ら
は
熊
本
地
本

に
対
し
、
「
じ
え
い
た
い
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
熊
本
」
の
全
面
協
力
を
約
束

す
る
と
と
も
に
双
方
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
を
誓
っ
た
。

総
会
に
引
き
続
き
、
後
援
会
会
員
と
地
本
部
員
に
よ
る
懇
親
会
を
開

催
し
、
後
援
会
会
長
が
「
後
援
会
は
、
今
後
と
も
熊
本
地
方
協
力
本
部

が
実
施
す
る
西
部
方
面
音
楽
隊
定
期
演
奏
会
等
の
各
種
広
報
活
動
に
対

す
る
支
援
協
力
を
積
極
的
に
行
い
、
特
に
自
衛
官
募
集
に
関
す
る
情
報

提
供
に
つ
い
て
は
、
皆
様
方
か
ら
の
一
層
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と

挨
拶
が
あ
り
、
本
部
長
か
ら
は
後
援
会
の
日

頃
の
支
援
協
力
に
対
す
る
感
謝
と
自
衛
官
募

集
へ
の
継
続
し
た
協
力
を
お
願
い
し
た
。
懇

親
会
は
後
援
会
会
員
及
び
地
本
部
員
と
も
に

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
会
話
も
弾
み
、

地
本
と
後
援
会
が
更
に
絆
を
深
く
し
躍
進
す

る
こ
と
を
共
に
誓
っ
た
。

七
月
六
日(

土)

に
熊
本
県
立
劇

場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て

実
施
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
西
部
方

面
音
楽
隊
の
「
陸
上
自
衛
隊
西
部

方
面
音
楽
隊
第
四
十
六
回
定
期
演

奏
会
」
を
初
め
て
担
任
し
た
。

こ
の
演
奏
会
は
自
衛
官
の
募
集

目
標
達
成
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

自
衛
隊
に
対
す
る
親
近
感
の
醸
成

及
び
自
衛
官
の
活
動
に
対
す
る
認

識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
計
画
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、高
校
生（
吹
奏
楽
及

び
合
唱
）と
の
コ
ラ
ボ
を
企
画
し
、

募
集
対
象
者
を
広
く
招
待
し
た
。

演
奏
会
当
日
は
梅
雨
時
期
に
も

か
か
わ
ら
ず
天
候
に
恵
ま
れ
、
約

一
六
〇
〇
人
の
来
場
者
と
な
る
、

大
盛
況
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
。

演
奏
を
聞
か
れ
た
方
々
か

ら
は
、「
素
晴
ら
し
い
演
奏
で

し
た
。心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。」

「
感
動
し
ま
し
た
。」「
高
校
生

と
の
コ
ラ
ボ
良
か
っ
た
で
す
。」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
る
と
と

も
に
、来
場
し
た
高
校
生
か
ら

は「
ど
う
す
れ
ば
音
楽
隊（
音

楽
科
職
種
）に
な
れ
ま
す
か
？
」

「
音
楽
大
学
を
卒
業
し
な
い

と
音
楽
科
に
は
な
れ
な
い
の

で
す
か
？
」と
質
問
し
て
い
る

姿
も
見
受
け
ら
れ
た
。

熊
本
地
方
協
力
本
部
は
、

今
後
も
様
々
な
機
会
を
積
極

的
に
活
用
し
て
、地
域
の
皆
様

に
自
衛
隊
の
活
動
や
自
衛
官

募
集
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
広
報
活
動
を

推
進
し
て
い
く
。

七
月
十
五
日(

月)

に
熊
本
港
で
開
催
さ
れ
た
熊

本
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
二
〇
一
九
を
支
援
し
た
。

今
回
、
海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
参
加
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
海
自
Ｂ
Ｍ
Ｏ
、
第
四
十
二
即
応
機
動
連

隊
、
第
八
偵
察
隊
の
協
力
を
得
て
、
装
備
品
展

示
・
制
服
試
着
・
缶
バ
ッ
ジ
作
成
体
験
等
広
報
活

動
を
実
施
し
、
約
八
〇
〇
〇
名
の
来
場
者
を
迎
え

大
盛
況
で
あ
っ
た
。

来
場
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、
「
い
つ
も
自
衛
隊

を
応
援
し
て
い
ま
す
。
」
「
将
来
自
衛
官
に
な
り

た
い
で
す
。
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
た
。

熊
本
地
本
は
、
今
後
も

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
に
参

加
し
、
自
衛
隊
の
活
動
や

募
集
活
動
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
積

極
的
に
広
報
活
動
を
推

進
し
て
い
く
。

五
月
十
八
日(

土)

・
十
九
日(

日)

の

両
日
、
熊
本
県
水
俣
市
で
開
催
さ
れ
た

第
六
十
四
回
恋
龍
祭
は
、
水
俣
市
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
陸
上
自
衛
隊
西
部

方
面
特
科
連
隊
第
三
大
隊
（
宮
崎
県
え

び
の
市)

か
ら
一
五
五
ｍｍ
り
ゅ
う
弾
砲
、

海
上
自
衛
隊
練
習
艦
隊
　
第
一
練
習
隊

　
練
習
艦
「
や
ま
ゆ
き
」(

広
島
県
呉

市)
、
航
空
自
衛
隊
第
二
高
射
群
第
五
高

射
隊
（
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町)

か
ら
ペ

ト
リ
オ
ッ
ト
な
ど
、
陸
海
空
自
衛
隊
の

装
備
品
展
示
・
艦
艇
一
般
公
開
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
募
集
広
報
ブ
ー
ス
を

設
置
し
、
祭
り
を
支
援
し
た
。

祭
り
前
日
の
「
や
ま
ゆ
き
」
入
港
時

に
は
、
自
衛
隊
家
族
会
水
俣
芦
北
協
議

会
・
水
俣
芦
北
防
衛
協
会
・
恋
龍
祭
実

行
委
員
会
な
ど
の
二
十
五
名
が
出
迎
え
、

乗
員
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
激
励
品
の
贈

呈
、
記
念
撮
影
を
実
施
し
水
俣
入
港
を

歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
練
習
艦
や
ま
ゆ

き
艦
内
特
別
公
開
も
実
施
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
悪
天
候
だ
っ
た
も

の
の
、
多
く
の
方
が
募
集
広
報
ブ
ー
ス

に
足
を
運
ん
で
頂
き
、
自
衛
官
制
服
試

着
や
缶
バ
ッ
ジ
作
成
体
験
を
楽
し
ん
で

頂
く
と
と
も
に
、
募
集
種
目
の
説
明
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
自
衛
隊
の
船
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
将
来

海
上
自
衛
官
を
目
指
し
ま
す
。
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

  

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
は
、
各
協
力
団
体
と
連
携
協
力
し
、

市
民
と
の
信
頼
を
築
き
今
後
と
も
募
集
業
務
に
邁
進
し
て
い
く
。

第
二
部
は
熊
本
農
業
高
校
吹
奏

楽
部
、
国
府
高
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
、
西
音
と
必
由
館
高
校
音
楽
部

（
合
唱
）
の
コ
ラ
ボ
に
会
場
は
引

き
込
ま
れ
た
。
西
音
と
三
校
に
よ

る
コ
ラ
ボ
に
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

演
奏
終
了
後
、
ア
ン
コ
ー
ル
の

拍
手
が
沸
き
、
く
ま
モ
ン
が
ゲ
ス

ト
出
演
し
、
全
出
演
者
に
よ
る

「
く
ま
も
と
サ
プ
ラ
イ
ズ
」
「
サ

ン
バ
お
て
も
や
ん
」
の
曲
で
会
場

は
拍
手
喝
采
、
更
に
盛
り
上
が
り

幕
を
閉
じ
た
。

開
演
二
時
間
前
の
十
二
時
に
は

多
く
の
観
客
が
来
場
さ
れ
、
同
劇

場
ロ
ビ
ー
の
ホ
ワ
イ
エ
に
開
設
し

た
広
報
ブ
ー
ス
を
見
学
し
た
り
、

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
だ

り
し
て
、
開
演
ま
で
の
時
間
を
過

ご
し
て
い
た
。

第
一
部
は
西
部
方
面
音
楽
隊
に

よ
る
演
奏
、
第
二
部
は
高
校
生
の

演
奏
、
西
音
と
高
校
生
の
コ
ラ
ボ

に
よ
る
演
奏
の
二
部
構
成
で
実
施

し
た
。
第
一
部
の
西
音
の
演
奏
が

始
ま
る
と
、
迫
力
あ
る
演
奏
に
観

客
席
の
耳
は
釘
付
け
と
な
り
、
西

音
の
技
術
の
高
さ
に
魅
了
さ
れ
、

西
部
方
面
音
楽
隊
の
定
期
演
奏
会
に
高
校
生
と
く
ま
モ
ン
が
共
演

西
部
方
面
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

 
恋
龍
祭
（
水
俣
港
フ
ェ
ス
タ
）

 

熊
本
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

優
秀
広
報
官
紹
介

 

予
備
自
衛
官

　表
彰

定
期
総
会

活
動
成
果

熊
本
地
本
後
援
会

表

　彰

 

【
最
優
秀
事
務
所
】
：
宇
城
募
集
案
内
所

【
優
秀
事
務
所
】

　：
熊
本
分
駐
所
及
び
募
集
案
内
所

【
奮
闘
事
務
所
】

　：
菊
池
分
駐
所
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　人
吉
地
域
事
務
所

 

【
総
合
の
部
】

　最
優
秀
広
報
官

　：
渡
邉
一
曹
（
宇
城
所
）

　優
秀
広
報
官

　
　：
小
澤
曹
長
（
玉
名
所
）

　優
秀
広
報
官

　
　：
藤
山
曹
長
（
菊
池
所
）

　奮
闘
広
報
官

　
　：
北
村
三
曹
（
宇
城
所
）

　奮
闘
広
報
官

　
　：
林

　曹
長
（
熊
本
所
）

　奮
闘
広
報
官

　
　：
猿
渡
二
曹
（
八
代
所
）

【
自
衛
官
候
補
生
の
部
】

　最
優
秀
広
報
官

　：
山
田
二
曹
（
人
吉
所
）

　敢
闘
広
報
官

　
　：
藤
原
二
曹
（
水
俣
所
）

【
一
般
曹
候
補
生
の
部
】

　最
優
秀
広
報
官

　：
前
田
曹
長
（
山
鹿
所
）

　敢
闘
広
報
官

　
　：
山
元
一
曹
（
熊
本
所
）

【
各
種
募
集
の
部
】

　
　

　最
優
秀
広
報
官

　：
森
田
二
曹
（
天
草
所
）

　敢
闘
広
報
官

　
　：
藤
永
二
曹
（
熊
本
所
）

■
西
部
方
面
総
監
表
彰
（
勤
続
十
年
）

二
等
陸
曹
　岡
山
　尚
弘
氏
（
熊
本
市
）

二
等
陸
曹
　分
造
　泉
氏
（
熊
本
市
）

 

■
熊
本
地
方
協
力
本
部
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
勤
続
五
年
）

三
等
陸
佐
　竹
迫
　雅
智
氏
（
熊
本
市
）

陸
曹
長
　
　池
田
　政
義
氏
（
熊
本
市
）

三
等
陸
曹
　山
岡
　誠
一
郎
氏
（
熊
本
市
）

 

■
西
部
方
面
総
監
顕
彰
（
定
年
）

一
等
陸
尉
　今
田
　一
信
氏
（
荒
尾
市
）

二
等
陸
尉
　西
野
　成
雄
氏
（
熊
本
市
）

准
陸
尉
　
　上
野
　勇
氏
（
熊
本
市
）

准
陸
尉
　
　田
﨑
　明
人
氏
（
熊
本
市
）

准
陸
尉
　
　宮
崎
　重
信
氏
（
熊
本
市
）

■
熊
本
地
方
協
力
本
部
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　（
勤
続
五
年
）

一
等
陸
尉
　青
木
　功
氏
（
熊
本
市
）

一
等
陸
尉
　前
園
　信
哉
氏
（
熊
本
市
）

三
等
陸
尉
　小
西
　一
幸
氏
（
菊
池
郡
）

陸
曹
長
　
　鹿
屋
　孝
一
氏
（
合
志
市
）

陸
曹
長
　
　歳
田
　修
三
氏
（
合
志
市
）

陸
曹
長
　
　弓
削
田
　哲
男
氏
（
球
磨
郡
）

 

■
西
部
方
面
総
監
顕
彰
（
定
年
）

二
等
陸
尉
　渋
谷
　和
幸
氏
（
合
志
市
）

准
陸
尉
　
　緒
方
　久
二
氏
（
熊
本
市
）

准
陸
尉
　
　川
口
　優
一
氏
（
菊
池
郡
）

准
陸
尉
　
　齋
藤
　一
雄
氏
（
熊
本
市
）

准
陸
尉
　
　中
村
　哲
朗
氏
（
熊
本
市
）

陸
曹
長
　
　大
田
黒
　元
雄
氏
（
八
代
市
）

陸
曹
長
　
　竹
下
　栄
次
氏
（
葦
北
郡
）

陸
曹
長
　
　平
田
　末
秋
氏
（
八
代
郡
）

陸
曹
長
　
　山
田
　克
成
氏
（
熊
本
市
）

二
等
陸
曹
　山
田
　利
明
氏
（
上
益
城
郡
）

令
和
元
年

©2010熊本県くまモン

第
一
次

第
二
次

広
報
官
の
表
彰

事
務
所
の
表
彰

表紙は、自衛官募集用のポスターとして、ご活用下さい。
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今後のまつり・イベント

１．企業の概要及び事業内容

　弊社は創業87周年目を迎える屋根工事の専門会社です。
『日本の伝統と瓦文化と技術を継承し、新時代の景観とやすらぎの住空間
づくりを目指す』
　企業理念の基、ハウスメーカーや地場パワービルダー・建設会社・工務
店・ホームセンターリフォーム店・設計事務所・エンドユーザー様の依頼
により熊本県内の戸建て新築住宅の屋根工事・既築屋根瓦の葺き替え・リ
フォーム工事・寺社仏閣屋根瓦工事・公共大型物件屋根工事・風災・震災
等屋根瓦復旧工事・雨漏り修理工事・太陽光発電システム販売設置工事他、
雨樋工事・塗装防水工事、並びに和洋各種屋根材や景観材料の販売を行っ
ております。
　株式会社つぼみでは、賃貸エコライフマンションつぼみ壱番館の不動産
事業を行っております。 

２．退職自衛官の採用理由

　代表者の私は元海上自衛官で、総務担当役員でもある家内は、元陸上自
衛官です。結婚以来すでに36年間統合運用を実践して参りました。自衛官
の、使命の自覚・個人の充実・責任の遂行・規律の厳守・団結の強化を心
身ともに鍛錬し体験してきて、社会で役に立つ人と成り。また、日本の伝
統と瓦文化と技術を継承していく最適任者が、任期制退職隊員や自衛官の
方々であると確信しています。 

３．退職自衛官の職務内容及び勤務の様子

　現在、20代の任期制退職自衛官が２名勤務しており、内１名は即応予備
自衛官として、年間30日の訓練にも出頭しています。
　２名とも週１回熊本市の専門技術学院・屋根科２年コースにて専門知識
と瓦葺の技術を習得し、卒業時に県知事許可の２級かわら葺き技能士を取
得しており、現場の第一線で活躍しています。即応自衛官として頑張って
いる社員は、震災で被災し再建中の熊本城天守閣の屋根瓦工事にも従事し、
貴重な体験をしました。私たちの仕事は、屋根工事を通して地域社会に貢
献し、お客様に安心・安全で快適な住空間を提供し、お客様に喜んで頂き、
作品として50年から100年以上残るやりがいや誇りを持てる仕事です。
　今後共、継続して任期制退職自衛官を積極的に採用して参りますので、
宜しくお願い申し上げます。

退職自衛官を採用して
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皆様のおかげをもちまして、熊本地本を最後に無事
定年退官を迎えることができました。これまで多くの
方々に出会い支えられました事に感謝いたします。
皆様の、今後益々のご健勝とご多幸を心より祈念申し
上げます。

５月３日付退官
３等陸佐　林田　憲明
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御結婚 おめでとうございます

熊本地本　援護課　

　総括班長　船津　雅弘

　この度、令和元年５月１日に入籍致しました。これも皆様方の支え

があったからだと感謝しております。

　７月から同居しており、今は幸せな気持ちでいっぱいです。

　やっと幸せを手にしましたので、健康に気を付けて、仕事と家庭を

支えながら結婚生活を送っていきたいと思います。

Happy Wedding

23日（金）
宇土地蔵祭り

（宇土市善通寺町）

７日（水）
健軍駐屯地夏祭り
（健軍駐屯地）

５日（月）
北熊本駐屯地夏まつり
（北熊本駐屯地）

21日（土）
第８音楽隊

第16回ふれあいコンサート
（県立劇場コンサートホール）

29日（日）
西部方面隊創隊
64周年記念行事
（健軍駐屯地）

7日（土）8日（日）
八朔まつり

（山都町浜町商店街）

８月

９月

表紙は、自衛官募集用のポスターとして、ご活用下さい。

※�イベントの日程・内容は、
天候・部隊の任務等の都合
により変更になる場合が
ございます。
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自衛官募集
18～32歳の方、お気軽にお問い合わせください。

TEL 096-297-2051

recruit1-kumamoto@pco.mod.go.jp


